
なり邪魔になってい

る。解決して欲しい」

などの要望が寄せら

れました。翌日さっそ

く丸山みつお議員は、

その町民と現場を確

認し、西澤議員も同行

し、住民課に出向き町

民からの要望を伝え、
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「住民アンケート」に寄せられ

た「ご意見」の特集第３弾です。【10

月１４日～２０日までの分】 

できるだけ項目ごとに記載しま

すがテーマとは別のご意見だと判

断したものは、それに関係する項

目欄に記入させていただきます。 

なお、実名で寄せていただいて

いる方が多数あり、本当にありが

とうございます。本欄で紹介する

場合、「実名あり」と表現します。 

ご意見お待ちしています 

【くらし・要求のご意見】 
◆働いてもなかなかゆとりある生

活には程遠いです。 

◆将来ある子供も大切だが老人に

ももう少し手厚い保障をしてほし

い。 

◆定年後再就職で給料は１／３で

生活は大変。 

◆甲良町は税金が高く、いい所が

ない。若者がいなくなるといって

いる。 

◆在宅介護独身の私が親の面倒を

見ています。親の年金だけでは生活でき

ません。在宅介護のヘルパーや施設利用

にも問題あり。 

◆天引きされる費用は少ないが年々増

え続けて、受取る年金は年々減少してい

て家計に影響している。 

◆収入が減っているのに税金、協議費、

宮費、その他沢山の出費があり草刈、花

壇の花植え、水やり、川掃除、いろんな

奉仕作業が多くつらい。 

◆収入が減っているのに、国保税が高す

ぎる。 

◆町議会は問題が多く、町外からの顧客

が減少している。 

◆わずかな年金で生活が苦しすぎる。そ

れでもカットされてどうすればいいん

ですか。政治家の人数を減らし、給料を

大いにカットすればいい。 

◆再雇用者の激増で給料カットや働く

環境に変化があります。低賃金労働者と

若年労働者が同じ体系で考えられてい

ることに問題があります。 

◆退職して国保になって少ない年金か

ら保険料が支払いできるか心配です。 

◆苦労して支払っている税金なので子

供の医療費無料化とかに集中して税金

を使わないでほしい。私は子供も居な

く、主人の薄給で精一杯のくらしをして

いるのに不公平だ。 

◆燃えるゴミの週２回収集をせめて６

月～１０月にしてほしい。生ゴミの処理

が大変。 

◆水洗化工事（下水工事？）の徹底をし

てほしい。まだの所は強制してほしい。 

◆家庭ごみをドラム缶で平気で燃やす

11 月 23日の電話何でも相談で丸

山みつお議員の自宅に、町民から

「四塚古墳の近くを流れる川にバ

イクが長年放置してあり撤去して

欲しい。また河川敷に雑木が大きく

撤去するよう要請しました。住民課長は、「不

法投棄ですね」と確認し、現場調査をすぐおこ

なった上、必要な対応をします、と返答。建設

課では河川の雑木撤去の解決策などを聞き取

りました。丸山みつお議員は「池寺区の要望で

もあるようなので池寺区と木村議員とも連け

いして解決していきたい」と話しています。 

のはやめてほしい。網戸にも出来ず、節電

もできない。近所迷惑だ。 

◆医療費を無料にしてほしい 

◆近くの公園にフェンスを設置して子供た

ちが遊べる場にしてほしい。町長に要望し

たのに一言も返事がない。全く誠意が感じ

られない。家の前でボール投げや石投げな

川に放置さ

れたバイク 

現地を確

認する丸

山みつお

議員 
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どをするので心が休まる暇がない、本

当に何とかしてほしい。（女性・実名

あり） 

◆毎日あちこちでゴミを燃やす臭いや

煙で困っています。プラスチックやビ

ニールの燃え残りがあり、農作物にダ

イオキシンが降り注いでいる。干して

いた布団が使えなくなる程臭い事や洗

濯物を洗いなおすこともよくありま

す。頭痛や吐き気がする化学物質アレ

ルギーが有る事もダイオキシンの発ガ

ン性をもっと周知してほしい、と町や

県に要望書を出しましたが何の動きも

ありません。近所のおばあちゃんに説

明したら止めた方もいた。なぜ『燃や

してはいけないのか』解れば止める人

ももっといると思います。 

◆燃えるゴミの収集は週１回では臭い

がします。週２回に。 

◆高齢者の比率が甲良は県下でも高

い。若者が増えている滋賀でこの格差

を少なくするために若者が住みやすい

町づくり。人びとの意識改革が必要。 

◆スクールバスの設置、ごみ減量化で

収集日数が増えればゴミの 1 日の収集

量が減るので収集場所を広くする方法

も考えるべきだ。 

【高校統廃合計画】 

◆甲良町は交通の便利が悪いのでどの

高校に行くにも不便です。そのため交

通費も多くかかります。 

◆教育にお金がかかるのは当然だ。教

育を受けようとするものがある限り、

少数たりとも軽視しては将来に悔いを

残すことを忘れてはならない。 

◆夜間高校だけは地域のバランスは保った

方がいい。 

◆学力の格差が著しいのにすべての子供に

高校進学をもとめる中学校の方針が理解で

きない。勉強が嫌いでしたくない生徒まで進

学を押し付けるのは問題だ。 

◆廃校になった学校で職業訓練など社会の

生活で必要な技術を習得できる場所を作る

べきだ。 

【若者世代の定着】 
◆なぜ若者が甲良町から出て行くのか、アン

ケートを採って対策を考えるべきである。 

◆土日に村の行事にたくさん出なければな

らないので子供とのふれあう時間がないの

で、村を出たい。 

◆お金さえあれば町から出て行きたいです。

なぜなら掃除や草むしりなどの字行事がや

たらに多い。次々役に当たる。 

◆昔から続いているからと合理的な理由な

しに若い意見は消される。近所の顔も見たこ

とのない人のお葬式に仕事を休むのは負担

だ。 

◆企業の人を育てる事が無くなった地域の

人に社会的に世話をしてほしい。 

◆根本的な問題があるのではないか。居住地

のしきたりとか村人や隣人とのつながりな

ど心の問題があるのではないだろうか。 

◆区の行事を減らしてほしい。もっと簡素化

をしてほしい。 

◆３０年前に比べて子育ての援助対

策はずいぶん良くなった。出産費用は

無料に等しいのに若い人が定着しな

いのはなぜか。町内で働く場所を作

る。新しい農業を学ぶ場所を設ける。

教育の中身、学力の向上に努力すべ

き。 

【原発に対するご意見】 
◆代替エネルギーが確実になってか

ら廃止すること。それまでは絶対必要

だ。原発の安全性も絶対的だ。 

◆原子力に変わる資源や方向性が見

つかれば廃止でよい。 

◆需要と供給、代替方法による発電、

経費の問題などを勘案し、それらの問

題点を明らかにし、その上で地震国日

本としては可能ならば将来的に原子

力発電に頼らない方向が望ましい。途

上国には原発設備を売りつけて自国

には反対の方向に向かうことはそれ

なりの説得力が必要。 

◆30 年という長きに渡り影響がある

のに未来への負の遺産である。廃止す

るのに長くかかることは明らかなの

ですばやく計画を実行するべきだ。 

【同対事業に対するご意見】 

◆親に経済的余裕がなかったため、同

和地区には学力がついていない人が

多いと思います。 

◆勉強しても就職ではなかなか採用

されなかった。どれだけ多くの人が闘

って今の時代を築いてくれた。 

◆もう少し長い目で同和対策（特に教

育）に力を入れてほしい。（長寺西） 

◆行政は同和部落に対してかたよっ

た施策ばかりしている。税金の無駄遣い

をしている一部の不心得者にはもっと厳

しくするべきだ。余計に差別を助長する

ことになると思う。 

◆同和地区以外でも、もっと見直しをし

て施設等を改善してほしい。 

◆みんな平等でいいと思う。同和につい

て話し合うことが差別化しているように

見える。 

◆いつまでも特別だと思っている被害者

意識そのものを省くべきだ。 

◆職場でも同和の言葉すら知らない人た

ちがほとんどで、そんな人に会社から教

育されて『何それ、今時そんなのある

の？』と言っている。あえてする意味が

解らない。 

◆いつまでも続けることによって、差別

意識が温存されるのではないだろうか。

共産党の考え方に共感します。積極的に

取り組んでいただきたい。 

◆ハード面は終結でよいと思うが人権教

育など心理的差別解消に向けてソフト面

での対策は今後も必要と思う。 

◆公平公正さを考えるなら、特別な対策

はなくすべき。対策が不平等逆差別にな

る。憲法を遵守すべきだ。 
◇      ◇      ◇ 

私たちの手元にはたくさんのご意見が

寄せられています。上記掲載した文以外

の多数のご意見が未発表です。【議会に対

するご意見】【町政に対するご意見】【日

本共産党に対するご意見】などは、次回

以降に回します。どうぞご了解ください。 

ご意見お待ちしています 
（返信用封筒、メールなどご利用ください） 


